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《論文》 

高等学校「総合的な探究の時間」における 

カリキュラム構築の課題と現状 

 
田中 一裕（新潟大学） 

 
2022 年度より，高等学校の「総合的な学習の時間」（以後，総合学習）が，「総合的な探究の時間」

(以後，探究学習)へと改訂されるが，先行して2018年度より全国の高等学校での実施がスタートして

いる。この探究学習は，生徒が主体的に課題を設定し，情報の収集や分析をおこなう能力を高めるこ

となどを目的としており，「自己の在り方や生き方を考えながら，課題を発見して解決していく」(文

部科学省，2018)など，これまでのキャリア形成を強く意識した総合学習をベースに，社会的課題解決

型の学習を組み合わせた内容となっている。 

本研究では，総合学習導入から展開に至る高等学校のカリキュラム構築や実施内容・方法の変化か

ら，探究学習導入にあたってのカリキュラム構築とその課題について，新潟県立新潟南高等学校の取

り組みを事例として，今後の探究学習カリキュラム構築の工夫や，現在多くの高等学校が直面してい

る実施上の課題などについて分析，考察をおこなう。 

 
キーワード  総合的な探究の時間 総合的な学習の時間 カリキュラムデザイン 
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11．．ははじじめめにに  

学習指導要領の改訂にもとづき2018 年度より高等

学校では，これまでの「総合的な学習の時間(以後，

総合学習)」を発展的に変化させ，「総合的な探究の時

間（以後，探究学習）」として取り組みを進めている。 

著者は，2018年より，新潟県立正徳館高等学校の総

合学習におけるキャリア形成教育への支援として，大

学生主体の出前講義を実施している。また2020 年よ

り新潟県立新潟南高等学校のSSH（スーパーサイエン

スハイスクール）事業の運営委員として事業の支援を

おこなっている。特に2020・2021年度は「探究学習」

に関する生徒向けの講演会や直接的な指導，教員を対

象とした研修会など，他の高等学校からの依頼も多い。

多くの高等学校では探究学習カリキュラムの構築に

苦戦しており，生徒への指導についても手探りで実施

している状況にあると言える。 

本稿では，高等学校での探究学習の導入にもとづく

多様な課題の原因について，総合学習から探究学習へ

の移行の時期における支援の経験から，その現状を整

理し，原因や背景を明らかにする。また今後の探究学

習カリキュラム構築に必要な手だてについて，先進的

な取り組みを実施している新潟南高等学校の事例を

分析し，考察をおこなう。 

22．．探探究究学学習習のの具具体体的的なな学学びびのの内内容容・・方方法法  

1）高等学校における進路指導 

1980 年代，総合学習がスタートする前の高等学校

における進路指導は，高校3年生の段階での出口の部

分に指導が集中しており，大学・学部選びや，就職の

ための企業選びなどが主な内容であった。そのためコ

ンピュータが利用される以前の進学校の進路指導部

長は，全国の大学・学部・学科・受験科目・難易度な

どの情報が頭の中に入っており，担任の疑問や生徒の

進路先の質問などに即座に回答できる教員が担当し

た。「蛍雪時代」など大学入試関係の情報誌を丸ごと

暗記しているようなベテラン教員が担当しており，進

路指導部教員もそれにならい情報誌を片手に生徒の

進路相談をおこなった。 

一方，就職する生徒への進路指導は，高校3年生の

春から夏までが指導の時期で，担任を中心として就職

先の相談を何度も繰り返すことがおこなわれていた。

当時は求人票を，企業の担当者が直接進路指導室に届

けることが慣例で，そこで企業の担当者と進路指導部

教員が，相手方の要望する人材や労働条件や，就職し

た卒業生の様子を聴き取るなど，「人対人」のコミュ
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ニケーションのなかで信頼関係を作り，最適な高校生

を送り出していた。特にバブル期は，高校生への求人

が大変多く，進路指導部前には求人票を持参してきた

企業の担当者が順番を待っていたが，バブル崩壊後は

一転して求人数は減少し，バブル期の1.46 倍の求人

倍率が，0.61倍へと半減し，高卒での就職難の時代へ

と変化した。それまで売り手市場の高卒就職活動がバ

ブル崩壊後は，求人票も郵送されることが中心となり，

それまでの指導体制が大きく変化した。買い手市場に

なった就職活動では，第1希望の就職先が不採用にな

る生徒数も増加し，その後の不採用生徒への指導が教

員の大きな負担となっていった。 

 このように，コンピュータ導入前の進路指導（進学・

就職）においては，属人的な経験値・知識量の多い教

員を中心とする指導体制を組織しており，ホームルー

ムなどを使っての進路指導などは学校別，学年別に実

施されるもので，全く体系化されていない状況であっ

た。高等学校の卒業生の進路が多様であることや，大

学進学から就職まで幅広い進路が選択されるため，画

一的なキャリア形成のためのカリキュラムは存在せ

ず内容や方法は各高等学校で異なっていた。 

1990 年代頃から普通科志向が強まり，高等学校に

おける職業に関する教科・科目の履修など職業教育は

軽視される傾向にあり（文部科学省,1996），職業学科

への応募率の低下，職業学科生との学校生活不適応・

学業不振と中途退学の増加により，職業学科に入学す

る生徒に対する職業教育の在り方の見直しを図って

いく時期であった。 

 

2）総合的な学習の時間の導入 

 学習指導要領の改訂により，2003 年より高等学校

において「総合的な学習の時間」の導入が始まり，3

年間で105単位～210単位で実施されることとなった。 

高田（2001）は，「総合学習」には三つの狙いがあ

る。一つは，「なりたい自分」を描かせるための「在

り方・生き方，進路を考察させる」こと。二つ目は，

「現代的課題についての多面的な学習」によって，目

標に到達するために必要な課題解決能力を身に付け

させる。最後に「興味や関心に対応する課題研究」で

個性や適性の発見と育成を図る。つまり，これまで積

み上げられてきた教科・進路・体験学習を，知的活動

として総合化することを目指したものと言える，と分

析をおこなっている。 

実際に，高等学校でスタートした総合学習は，探究

学習を模索している現在と同じ状況にあり，全国の高

等学校が総合学習のカリキュラムのモデルを模索し

ていた。その中で成功をおさめたとして有名になった

高等学校のモデルが，1995 年度より福岡県立城南高

等学校が実施した進路指導モデルプラン「ドリカムプ

ラン」である。当時の分析として，下田（2004）は，

「これまでの『ドリカム』の活動は，生徒と大学，職

業のマッチングを重視したものでした。しかし，中学

校で既にマッチング指導が盛んに行われている今，高

校で行うべきはマッチング指導の上位概念としての

『将来に向けしっかり働き，しっかり生きていける自

分づくり』の教育だと私たちは考えました」と分析し

ており，初期の「現代的課題についての多面的な学習」

「興味や関心に対応する課題研究」という多様な総合

学習のテーマを，「生徒個人のキャリア形成」に焦点

化させる方向へと変化させている。この「ドリカムプ

ラン」は，ベネッセなどの教育情報誌を中心に全国へ

発信され，新潟県内でも進路指導講習会などにおいて

成功モデルとして紹介され，多くの進学校でその内容

を自校の総合学習カリキュラムへと組み込む動きが

多く見られた。 

また，千葉（2006）は，「ドリカムプラン」が全国的

にキャリア形成の視点から拡大していることを次の

ように述べている。「福岡県立城南高等学校が始めた

『ドリカムプラン』も，広く知られたキャリア教育の

ひとつで，これを実施して成功している学校も群馬県

立高崎高等学校をはじめ，多数あります。この取り組

みの特徴は，生徒自身に自分の興味や関心をもとに将

来設計をさせ，それを実現させるにはどういう学部を

持つ大学に進学したらいいかを考えさせること。出口

進路指導としての進路指導ではなく，職業世界や大学

を，体験的に知る機会を設け，モチベーションを高め

るものです。キャリア教育がうまくいくと，子どもた

ちのモチベーションは自然に高まります。ですからキ

ャリア教育が成功している学校は学力が上がり，意欲

を持って進学していく子どもが増える，ということが

言えます。反対にキャリア教育で失敗している学校の

多くは，校内でコンセンサスが取れていないようです。

推進役の先生はとても苦労してやろうとしているの

に，ほかの先生たちはキャリア教育など必要ない，無

駄なことだと言っている。でも，そういう先生たちに

はもう一度，本当に今までのようにアカデミックなこ

とだけをやっていていいのか，キャリア教育は無駄な

のかを考えていただきたいと思います」。 

 これまで，キャリア教育に対して総合的な取り組み

がおこなわれていなかった現状において，総合学習の
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ひとつで，これを実施して成功している学校も群馬県

立高崎高等学校をはじめ，多数あります。この取り組

みの特徴は，生徒自身に自分の興味や関心をもとに将

来設計をさせ，それを実現させるにはどういう学部を

持つ大学に進学したらいいかを考えさせること。出口

進路指導としての進路指導ではなく，職業世界や大学

を，体験的に知る機会を設け，モチベーションを高め

るものです。キャリア教育がうまくいくと，子どもた

ちのモチベーションは自然に高まります。ですからキ

ャリア教育が成功している学校は学力が上がり，意欲

を持って進学していく子どもが増える，ということが

言えます。反対にキャリア教育で失敗している学校の

多くは，校内でコンセンサスが取れていないようです。

推進役の先生はとても苦労してやろうとしているの

に，ほかの先生たちはキャリア教育など必要ない，無

駄なことだと言っている。でも，そういう先生たちに

はもう一度，本当に今までのようにアカデミックなこ

とだけをやっていていいのか，キャリア教育は無駄な

のかを考えていただきたいと思います」。 

 これまで，キャリア教育に対して総合的な取り組み

がおこなわれていなかった現状において，総合学習の
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キャリア教育化の全国的な流れとして，確立していく

ことにつながった。 

 筆者は2003 年当時，高等学校に勤務しており，実

際に「総合的な学習の時間」を指導していた。特にほ

とんどの進学校においては，「進路実現のためのキャ

リア形成型」学習が中心であり，進路指導研修会など

で，県内の進路指導事例など情報交換をおこなうが，

似たようなキャリア形成の内容の進路指導が中心で

あった。 

 

3）教育産業の進路指導への支援 

 高等学校の進路指導が進学においても就職におい

ても属人的に頼っていた時代から，教育産業の提供す

る多様な情報や資料を応用する方向へと変化してい

く。多様な大学・短大・専修学校の創設，一般入試に

加えてAO入試などの複雑な入試制度など，21世紀に

入り進学指導に関して，生徒の多様な希望に応えるた

めの正確な情報が膨大になっており，教師個人の情報

収集だけでは対応が困難な状況になっている。なかで

の最も重要な情報は，現在の生徒の成績で，希望する

進学先に入学できるかどうか，センター試験・共通テ

スト後にどこの国公立大学の 2 次試験へ願書を提出

するのかについては，コンピュータとインターネット

の時代になり，ビッグデータを扱うことが可能な教育

産業に頼ることになる。この希望する進学先に入学で

きるかどうかについて，新潟県内の高等学校が最も導

入している大学入試システムとしては，駿台ベネッセ

が提供する「自己採点・判定チェッカー」「マナビジ

ョン」，河合塾が提供する「Kei-Net」が中心である。

最終的な出口としての大学入試に関わる部分を，この

2社に依存している進路指導の構造があるため，入学

から卒業までの進路指導全体を，この2社に任せるこ

とにより，高等学校の3年間のキャリア形成をパッケ

ージとして総合的にサービスを受けられるメリット

がある。特にコンピュータの高等学校への導入が，膨

大なデータ処理に大きく貢献した。さらにインターネ

ットの導入も，これまでの紙データ処理作業から教員

を解放した。土日に実施されるセンター試験・共通テ

スト後の月曜日には，全国の受験生が自己の採点した

用紙を高校に持参し，情報の提供に同意することを説

明された後に，この2社のシステムに受験科目の自己

採点の得点を入力する。さらに，第1希望から第6希

望の大学・学部名を入力することにより，この週の水

曜日には全国の進路指導部PCに，分析結果が届く。

木曜日から日曜日にかけて，本人との面談や保護者を

含めた3者面談などを実施し，出願先を決定する。さ

らにこのシステムには，自由に希望する大学・学部名

を入力すると，その高校生の得点や過去の模擬試験な

どの成績を考慮して，合格予想が瞬時に表示される。

また，本人が希望する大学において合格予想が低く，

合格を狙うために志望変更する場合には，合格予想A

ランクのみで検索をおこなえば，全国の大学・短大・

学部・学科が表示される。この合格予想は，最初に入

力した第 1 希望から第 6 希望の生徒が受験すること

を想定した合格予想のため，人気の高い大学・学部・

学科から，合格予想が低いところへ多くの生徒が移動

し，合格予想通りにはならない(毎年夏頃には2社と

も，合格予想と実際の合格者との整合を発表している。

近年ではAIの導入などにより，学習機能がより高ま

っていると言える)。 

 

4）教育産業の総合学習への支援 

圧倒的な情報量を持つ教育産業は，進学の出口指導

における強力なプログラムにより，全国の高等学校の

進学指導の在り方を変えてきた。 

1年生の入学時に実施する実力テストや，学習状況・

生活状況などを同時に調査するアンケート調査から

始まり，年に数回の模擬試験，ホームルームや総合学

習で使用するキャリア形成用の資料など，3年間を通

した膨大な個人情報を蓄積することで，生徒の変容に

ついても容易に確認することが可能となる。そのため，

高校入学直後より，年間の総合学習のモデル授業が示

された冊子を，生徒全員に購入させ，毎週実施するLHR

や総合学習の時間にその冊子のワークシートを作成

させるなどおこなわせる（ベネッセ「進路探究ワーク」

「進路探究ムック」など）。 

これまで，このような教育産業のカリキュラムのモ

デルや，キャリア教育の授業の情報が少ない時代は，

学年の総合学習担当教員がオリジナルのワークシー

トなどを作成し，学年全体で実施をおこなっていた。

しかし，ほとんどの教員は，キャリア教育のカリキュ

ラムや毎時間のキャリア形成のための授業作りにつ

いて素人同様であり，その専門の教員はいない中でキ

ャリア形成型総合学習が全国的に進められた状況で

あった。また，新採用の教員や，キャリア教育に熱心

ではない教員など，クラスによってムラが出ることも

あった総合学習の内容が，外部のカリキュラムにより

統一化されるメリットも生じた。 

生徒個人のキャリア形成を目的とした総合学習の

導入によりそのカリキュラム作成には多くの高校が
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苦労しているところであった。教育産業の総合学習へ

の支援は，現場の教員には救いの手となり，多くの高

等学校が生徒から年間数千円徴収するなどの予算を

立て，教育産業が提供するキャリア形成型総合学習カ

リキュラムや授業の導入が進むことで，全国の高等学

校での総合学習の画一化が進んでいく。 

 

4）「JAPAN e-Portfolio」の混乱 

 「JAPAN e-Portfolio」は，高校生の学びや活動の

履歴をポートフォリオ形式でインターネット上に蓄

積させ，自身のキャリア形成に対して自覚的に行動で

きる資質の向上を目指したものである。またその e-

Portfolioを大学入試などにおいても応用することを

見込み，文部科学省により大学入学者選抜改革推進委

託事業として開発を進めてきた。 
文部科学省（2020）では，「『JAPAN e-Portfolio』

については，大学入学者選抜において，学力の3要素，

とりわけ『主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度』を評価するための一つのツールとして，文部科

学省が大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分

野）（実施期間：平成 28 年度～30 年度）における調

査・研究により，開発されたものです。委託事業終了

後の平成31年度からは，運営を希望する非営利組織

が運営許可要件を満たす場合に，文部科学省が『JAPAN 

e-Portfolio』の運営主体として許可する制度とし，

実際，平成31年3月に一般社団法人教育情報管理機

構に対して，今後事業運営に必要な資力を有している

ことの確認を行い，要件を満たさない場合には運営許

可を取り消す場合があることを前提に，運営を「許可

（条件付き）」していたところです」と説明している。 

ところが，利用開始後2年で中止となった。文部科

学省は，「委託事業期間中は文部科学省の委託研究事

業としての試行的な取組でしたが，運営許可後は同機

構が主体となって事業運営を行っていくこととなっ

たため，文部科学省としても委託事業において参画し

ていた大学に対し引き続きの利用を求める形をとら

ず，ゼロベースでの事業運営としたことから，運営当

初からの一定規模の大学数を確保できず，事業運営に

制約がありました。また，文部科学省も特段，大学数

の増加に係る促進策を講じなかったことから，大学に

おいても『JAPAN e-Portfolio』を入試で活用するこ

との理解が進まず，このことも，事業運営に影響を与

えたものと考えます。こうした中にあって同法人の関

係者におかれては，所属する大学の立場を超えて，『主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度』を評価

することの必要性に賛同していただき，『JAPAN e-

Portfolio』の運営を通じて，高等学校教育における

継続的な『主体的な学び』や，個別大学の入学者選抜

における多面的・総合的な評価が促進されるよう，ご

尽力いただきました。しかしながら，事業運営に必要

な資力と安定的な財務状況を確保していくことが，事

業継続には不可欠であり，この度複数回の運営許可に

係る審査等も踏まえて，文部科学省として同法人の財

務状況の改善は見込めないと判断し，運営許可の取り

消しに至りました」と，説明している。 

 このようにポートフォリオをインターネット上に

作成し，3年間の活動や取り組みを可視化するという

キャリア形成としての目的にも関わらず，大学入試と

紐付けてしまったことにより，一挙にこの構想はしぼ

んでしまい，キャリア形成としてのツールが十分に機

能しなかった点が惜しまれる。 

33．．探探究究学学習習のの具具体体的的なな学学びびのの内内容容・・方方法法  

1）探究学習の導入 
2018 年より，高等学校において探究学習の導入が

始まり，各校それぞれが工夫し，自校の探究学習カリ

キュラムを作成し，授業を実施している。これまでの

総合学習では 3 年間のキャリア教育カリキュラムが

定着していた分，新しい探究というキーワードで3年
間のカリキュラム設計をおこなうことに苦戦してい

る。毎週実施する授業内容などについても，まさにゼ

ロから設計をしなければならない状況である。教員養

成カリキュラムでは総合学習に関する講義を実施し

ているが，実際現場で本格的なキャリア教育カリキュ

ラムを探究的な内容で実施している高等学校は少な

い。さらに探究学習を専門とする教員は存在せず，

2018 年以降，新学年の担任で探究学習のプログラム

を任された教員の力量のみに頼り，カリキュラム設計

をおこなっている。 
一方で，特に進学校中心とした SSH 事業を実施し

ている高校や，総合科（職業科を含む）を中心として

高校生のインターンシップを実施している高校など

においては，これまでの探究的な学習実施経験が，探

究学習に応用可能となるため，職員のノウハウなどが

生き，比較的容易に探究学習カリキュラムへ移行でき

ている。 
このように，高等学校のこれまで総合学習や探究的

な学習の実施状況により，探究学習への移行について

スムーズに実施できている学校と，なかなか苦労して
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キャリア教育化の全国的な流れとして，確立していく

ことにつながった。 

 筆者は2003 年当時，高等学校に勤務しており，実

際に「総合的な学習の時間」を指導していた。特にほ

とんどの進学校においては，「進路実現のためのキャ

リア形成型」学習が中心であり，進路指導研修会など

で，県内の進路指導事例など情報交換をおこなうが，

似たようなキャリア形成の内容の進路指導が中心で

あった。 

 

3）教育産業の進路指導への支援 

 高等学校の進路指導が進学においても就職におい

ても属人的に頼っていた時代から，教育産業の提供す

る多様な情報や資料を応用する方向へと変化してい

く。多様な大学・短大・専修学校の創設，一般入試に

加えてAO入試などの複雑な入試制度など，21世紀に

入り進学指導に関して，生徒の多様な希望に応えるた

めの正確な情報が膨大になっており，教師個人の情報

収集だけでは対応が困難な状況になっている。なかで

の最も重要な情報は，現在の生徒の成績で，希望する

進学先に入学できるかどうか，センター試験・共通テ

スト後にどこの国公立大学の 2 次試験へ願書を提出

するのかについては，コンピュータとインターネット

の時代になり，ビッグデータを扱うことが可能な教育

産業に頼ることになる。この希望する進学先に入学で

きるかどうかについて，新潟県内の高等学校が最も導

入している大学入試システムとしては，駿台ベネッセ

が提供する「自己採点・判定チェッカー」「マナビジ

ョン」，河合塾が提供する「Kei-Net」が中心である。

最終的な出口としての大学入試に関わる部分を，この

2社に依存している進路指導の構造があるため，入学

から卒業までの進路指導全体を，この2社に任せるこ

とにより，高等学校の3年間のキャリア形成をパッケ

ージとして総合的にサービスを受けられるメリット

がある。特にコンピュータの高等学校への導入が，膨

大なデータ処理に大きく貢献した。さらにインターネ

ットの導入も，これまでの紙データ処理作業から教員

を解放した。土日に実施されるセンター試験・共通テ

スト後の月曜日には，全国の受験生が自己の採点した

用紙を高校に持参し，情報の提供に同意することを説

明された後に，この2社のシステムに受験科目の自己

採点の得点を入力する。さらに，第1希望から第6希

望の大学・学部名を入力することにより，この週の水

曜日には全国の進路指導部PCに，分析結果が届く。

木曜日から日曜日にかけて，本人との面談や保護者を

含めた3者面談などを実施し，出願先を決定する。さ

らにこのシステムには，自由に希望する大学・学部名

を入力すると，その高校生の得点や過去の模擬試験な

どの成績を考慮して，合格予想が瞬時に表示される。

また，本人が希望する大学において合格予想が低く，

合格を狙うために志望変更する場合には，合格予想A

ランクのみで検索をおこなえば，全国の大学・短大・

学部・学科が表示される。この合格予想は，最初に入

力した第 1 希望から第 6 希望の生徒が受験すること

を想定した合格予想のため，人気の高い大学・学部・

学科から，合格予想が低いところへ多くの生徒が移動

し，合格予想通りにはならない(毎年夏頃には2社と

も，合格予想と実際の合格者との整合を発表している。

近年ではAIの導入などにより，学習機能がより高ま

っていると言える)。 

 

4）教育産業の総合学習への支援 

圧倒的な情報量を持つ教育産業は，進学の出口指導

における強力なプログラムにより，全国の高等学校の

進学指導の在り方を変えてきた。 

1年生の入学時に実施する実力テストや，学習状況・

生活状況などを同時に調査するアンケート調査から

始まり，年に数回の模擬試験，ホームルームや総合学

習で使用するキャリア形成用の資料など，3年間を通

した膨大な個人情報を蓄積することで，生徒の変容に

ついても容易に確認することが可能となる。そのため，

高校入学直後より，年間の総合学習のモデル授業が示

された冊子を，生徒全員に購入させ，毎週実施するLHR

や総合学習の時間にその冊子のワークシートを作成

させるなどおこなわせる（ベネッセ「進路探究ワーク」

「進路探究ムック」など）。 

これまで，このような教育産業のカリキュラムのモ

デルや，キャリア教育の授業の情報が少ない時代は，

学年の総合学習担当教員がオリジナルのワークシー

トなどを作成し，学年全体で実施をおこなっていた。

しかし，ほとんどの教員は，キャリア教育のカリキュ

ラムや毎時間のキャリア形成のための授業作りにつ

いて素人同様であり，その専門の教員はいない中でキ

ャリア形成型総合学習が全国的に進められた状況で

あった。また，新採用の教員や，キャリア教育に熱心

ではない教員など，クラスによってムラが出ることも

あった総合学習の内容が，外部のカリキュラムにより

統一化されるメリットも生じた。 

生徒個人のキャリア形成を目的とした総合学習の

導入によりそのカリキュラム作成には多くの高校が
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苦労しているところであった。教育産業の総合学習へ

の支援は，現場の教員には救いの手となり，多くの高

等学校が生徒から年間数千円徴収するなどの予算を

立て，教育産業が提供するキャリア形成型総合学習カ

リキュラムや授業の導入が進むことで，全国の高等学

校での総合学習の画一化が進んでいく。 

 

4）「JAPAN e-Portfolio」の混乱 

 「JAPAN e-Portfolio」は，高校生の学びや活動の

履歴をポートフォリオ形式でインターネット上に蓄

積させ，自身のキャリア形成に対して自覚的に行動で

きる資質の向上を目指したものである。またその e-

Portfolioを大学入試などにおいても応用することを

見込み，文部科学省により大学入学者選抜改革推進委

託事業として開発を進めてきた。 
文部科学省（2020）では，「『JAPAN e-Portfolio』

については，大学入学者選抜において，学力の3要素，

とりわけ『主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度』を評価するための一つのツールとして，文部科

学省が大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分

野）（実施期間：平成 28 年度～30 年度）における調

査・研究により，開発されたものです。委託事業終了

後の平成31年度からは，運営を希望する非営利組織

が運営許可要件を満たす場合に，文部科学省が『JAPAN 

e-Portfolio』の運営主体として許可する制度とし，

実際，平成31年3月に一般社団法人教育情報管理機

構に対して，今後事業運営に必要な資力を有している

ことの確認を行い，要件を満たさない場合には運営許

可を取り消す場合があることを前提に，運営を「許可

（条件付き）」していたところです」と説明している。 

ところが，利用開始後2年で中止となった。文部科

学省は，「委託事業期間中は文部科学省の委託研究事

業としての試行的な取組でしたが，運営許可後は同機

構が主体となって事業運営を行っていくこととなっ

たため，文部科学省としても委託事業において参画し

ていた大学に対し引き続きの利用を求める形をとら

ず，ゼロベースでの事業運営としたことから，運営当

初からの一定規模の大学数を確保できず，事業運営に

制約がありました。また，文部科学省も特段，大学数

の増加に係る促進策を講じなかったことから，大学に

おいても『JAPAN e-Portfolio』を入試で活用するこ

との理解が進まず，このことも，事業運営に影響を与

えたものと考えます。こうした中にあって同法人の関

係者におかれては，所属する大学の立場を超えて，『主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度』を評価

することの必要性に賛同していただき，『JAPAN e-

Portfolio』の運営を通じて，高等学校教育における

継続的な『主体的な学び』や，個別大学の入学者選抜

における多面的・総合的な評価が促進されるよう，ご

尽力いただきました。しかしながら，事業運営に必要

な資力と安定的な財務状況を確保していくことが，事

業継続には不可欠であり，この度複数回の運営許可に

係る審査等も踏まえて，文部科学省として同法人の財

務状況の改善は見込めないと判断し，運営許可の取り

消しに至りました」と，説明している。 

 このようにポートフォリオをインターネット上に

作成し，3年間の活動や取り組みを可視化するという

キャリア形成としての目的にも関わらず，大学入試と

紐付けてしまったことにより，一挙にこの構想はしぼ

んでしまい，キャリア形成としてのツールが十分に機

能しなかった点が惜しまれる。 

33．．探探究究学学習習のの具具体体的的なな学学びびのの内内容容・・方方法法  

1）探究学習の導入 
2018 年より，高等学校において探究学習の導入が

始まり，各校それぞれが工夫し，自校の探究学習カリ

キュラムを作成し，授業を実施している。これまでの

総合学習では 3 年間のキャリア教育カリキュラムが

定着していた分，新しい探究というキーワードで3年
間のカリキュラム設計をおこなうことに苦戦してい

る。毎週実施する授業内容などについても，まさにゼ

ロから設計をしなければならない状況である。教員養

成カリキュラムでは総合学習に関する講義を実施し

ているが，実際現場で本格的なキャリア教育カリキュ

ラムを探究的な内容で実施している高等学校は少な

い。さらに探究学習を専門とする教員は存在せず，

2018 年以降，新学年の担任で探究学習のプログラム

を任された教員の力量のみに頼り，カリキュラム設計

をおこなっている。 
一方で，特に進学校中心とした SSH 事業を実施し

ている高校や，総合科（職業科を含む）を中心として

高校生のインターンシップを実施している高校など

においては，これまでの探究的な学習実施経験が，探

究学習に応用可能となるため，職員のノウハウなどが

生き，比較的容易に探究学習カリキュラムへ移行でき

ている。 
このように，高等学校のこれまで総合学習や探究的

な学習の実施状況により，探究学習への移行について

スムーズに実施できている学校と，なかなか苦労して
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いる学校との大きな温度差が存在する状況である。現

在，県などが実施する研修会や，インターネットの情

報などを頼りにして，多くの高等学校が模索を続けて

いる状況と言える。 
 
2）探究学習実施上の課題 

 具体的に探究学習実施上の課題として，①教員の経

験不足，②財政的な支援の少なさ，③受験指導・就職

指導に偏る指導，④授業時間の不足，⑤新型コロナウ

イルス感染拡大などがあげられる。 
 ①の教員の経験不足については，これまで総合学習

を教育産業が提供するカリキュラムへ依存しており，

探究的な教育活動への取り組み不足が，経験不足につ

ながっていると言える。総合学習では，国際的交流や，

地域の環境学習，人権学習など多様な探究的な活動も

実施されているが，進路指導への傾倒の現状において，

教師自身の探究的学習への関わりは圧倒的に不足し

ている現状である。 
 ②の財政的支援では，特別な補助を受けている高等

学校以外においては全くの財政的な支援が用意され

ていない。知恵と工夫で自校の3年間の探究学習カリ

キュラムを設計しなければならない。外部からの指導

者招聘や，高校生が近隣の施設などへ移動するための

交通費や入場料などについても全く支援がない状況

である。図書館の本，インターネットからの情報を中

心に活動する以外に探究の手段は与えられていない

状況である。 
 ③進路実現のための受験指導・就職指導が，最優先

である状況において，教員や生徒自身も社会課題に取

り組む探究学習の有効性について十分な情報がなく，

積極的な取り組みに尻込みしている状況がある。探究

学習に時間を割くより，英単語を一つでも覚え，数学

の問題を一問でも多く解いた方が，進路実現というキ

ャリア形成に役立つと考えている場合も多い。教員も

生徒も，与えられた時間の中での実施範囲の探究学習

を済ませたいと考えている。 
 ④の授業不足については，特に進学校では深刻な問

題である。これまでの進路指導的な内容に加えて，探

究学習を入れなければならない。平日の放課後や長期

休業には進学補習や部活動の時間で埋まっており，週

1 時間年間 35 時間の枠以外に，探究学習に割り当て

られる授業時間は大変少ないと言える。 
 ⑤の新型コロナウイルス感染拡大は，高等学校のみ

ならず全ての学校の日常的な活動に対して大きな影

響を与えている。高校生が学校外でおこなう活動は制

限され，学校内に外部の人が入ってくる活動などにも

大きな制限が加えられている。市町村内だけではなく，

海外との交流計画も全く実施ができなくなり，カリキ

ュラムそのものを見直さなければならない状況にな

っている。 
このような困難な状況において，探究学習の導入に

より，自校にとって効果的な探究学習を行う方向性を

模索している。 
 
3）探究学習への積極的取り組み 
 一方，これまで SSH 事業や，インターンシップな

どに積極的に取り組んだ教員は，この探究学習が生徒

自身のキャリア形成につながるだけではなく，現在の

学習を推進させる強い動機づけになることを体験し

ており，前向きに取り組もうと努力を続けている学校

や教員も多い。 
総合学習の時代に注目された京都府立堀川高等学

校の探究活動は，現在の探究学習導入のきっかけとも

言える成果をあげた。堀川高等学校は，1999年「探究

科」を設立し，その 1 期生が卒業した 2002 年に国公

立大学への現役合格者数を前年の 6 人から 106 人に

増やし「堀川の奇跡」として注目された。その探究活

動は，学校の全ての教科を含めたカリキュラム全体を

探究学習のために設計するなど，当時としては大胆な

改革が大きな成果として実を結んだと言える。 
総合学習の時代に「ドリカムプラン」が全国の総合

学習カリキュラムのモデルとなったように，堀川高等

学校の取り組みが，探究学習時代における探究学習カ

リキュラムモデルとなり，その取り組みが注目され，

模倣されている。 
  

44．．新新潟潟県県立立新新潟潟南南高高等等学学校校のの取取りり組組みみ  

1）SSH事業と探究学習への取り組み 
 新潟市中央区に位置する新潟県立新潟南高等学

校は，県内有数の進学校であり多くの卒業生を国公立

大学へ輩出している。新潟南高等学校の SSH 事業に

ついては新潟南高等学校ウェブサイトに以下のよう

に説明がある。 
「2003 年に文部科学省よりスーパーサイエンスハ

イスクールに指定され，2021年度で19年目を向かえ

る新潟南高等学校の SSH 事業は，第Ⅳ期目を迎え，

その内容を 2016 年より『学校指定科目』として授業

時間内に組み込み，今まで以上に力を入れて実施して
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いる。これまで普通科理数科コースのみが課題研究へ

取り組んでいたが，2016 年入学生より 2 年次に学校

設定科目『江風 SSG（サーパーサイエンスジェネラ

ル）』として，学年全員が総合的な探究の時間の取り

組み『江風探究ユニット』として，本格的な探究学習

をスタートさせている」。 
このように SSH 事業の中心として探究学習カリキ

ュラム構築に取り組みをおこなっている。その特徴と

して，SSH事業とクロスしたカリキュラム設計となっ

ているため，本稿では SSH 事業から探究学習カリキ

ュラムを抜き出し考察をおこなう。 
2）江風探究ユニット，江風SSGの実施 
新潟南高等学校ウェブサイトに令和 2 年度の実施

について，詳細に記録が掲載されており，ここから取

り組みの一部を紹介する。 
新潟県立新潟南高等学校（2019）では，「令和２年度

スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告

（要約）」になかに探究学習と組み合わせて，全学年

での取り組みとしているカリキュラムとなっている。 
まず，これまでの SSH 事業は理数コースの 1 クラ

ス対象の課題研究であり，実施高等学校の理科・数学

科教員が担当となり計画・実施など全ての取りまとめ

をおこなってきた。 
一方，探究学習として取り組む学年全体の課題研究

である江風探究ユニット・江風SSGは，300名を超え

る生徒が対象となるため，学年全体，さらに学校全体

の協働が必要となる大きなプロジェクトと言える。

SSH 事業とのクロスしたカリキュラム設計となって

いるため，探究学習カリキュラムを抜き出すと，表１

のように整理できる。 
表1 学年カリキュラム 

 
 
１学年 

 
全クラス 

総合的な探究の学習の時間

「江風探究ユニット」週１時

間実施 
 理数科 

コース 
上記に加えて，学校設定科目

「江風SSⅠ」週１時間実施 
 
 
２学年 

 
全クラス 

総合的な探究の学習の時間

「江風探究SSG」週１時間実

施 
 理数科 

コース 
上記に加えて，学校設定科目

「江風SSⅡ」週３時間実施 
３学年 理数科 

コース 
学校設定科目「江風SSⅡ」週

１時間実施 
＊新潟南高等学校ウェブサイトより著者作成 

表１のとおり，１学年では，全クラスで総合的な探

究の学習の時間としての「江風探究ユニット」（週１

時間）を実施，また理数コースのみに学校設定科目と

して「江風SSⅠ」（週１時間）を実施している。また

２学年では全クラスで総合的な探究の学習の時間と

しての「江風探究SSG」（週1 時間）を実施，理数コ

ースのみに学校設定科目として「江風SSⅡ」（週3時
間）を実施している．3学年では，理数コースのみで

学校設定科目として「江風SSⅢ」（週1時間）を設定

し実施している． 
このように，SSH事業と探究学習とをクロスしたカ

リキュラム設計が，特徴的であり，相互に効果的な影

響を与えていると言える。特に理数コースでは１年次

から３年次にかけて学校設定科目の時間「江風SSⅠ」

（１年次週１時間），「江風SSⅡ」（２年次週3時間），

「江風SSⅢ」（３年次週1時間）として，３年間で５

時間実施しているため，時間不足についてはかなり解

消されている。しかし，１学年普通科では，学校設定

科目の時間がないため，「江風探究ユニット」として

週１時間のみの実施のため，タイトなスケジュールで

の探究学習の実施となっている。 
3）江風探究ユニット（１学年次） 
1学年次に学年全体で実施する「江風探究ユニット」

は 90 以上のグループを作成し，それぞれがテーマ設

定をおこない探究活動を進める。指導上の最大の問題

は，90 以上の多様な探究テーマに挑むグループへの

支援である。テーマの多様性とグループ数の多さは，

現場の教員だけでは十分にまかないきれない。かなり

の負担となることは容易に予想できる。 
「江風探究ユニット」では探究テーマを「新潟市地

域・魅力創生部」の協力のもとに探究テーマと「新潟

市の課題解決」と設定し，さらに「交通」「観光」など

の 5 つの興味ある分野に対して希望した生徒でグル

ープを作成させ，探究を進める方法を取っている。ま

た，それぞれのテーマに関連する新潟市職員に対して

不定期に質問や調査などの連絡を取り，それぞれの分

野の高校生へアドバイスをおこなう仕組みを作って

いる。このように，探究テーマをある程度絞り込み，

外部からの指導を受けやすいカリキュラムとして工

夫している。 
「江風探究ユニット」は週1時間の授業数で実施し

ており，設定された時間以外にもLHR・放課後などを

利用し，また作業不足の部分は夏期休業などの時間に

探究を深めている。江風探究ユニットの目的は2学年

以降の探究学習をより深めるための諸能力を育成す
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いる学校との大きな温度差が存在する状況である。現

在，県などが実施する研修会や，インターネットの情

報などを頼りにして，多くの高等学校が模索を続けて

いる状況と言える。 
 
2）探究学習実施上の課題 

 具体的に探究学習実施上の課題として，①教員の経

験不足，②財政的な支援の少なさ，③受験指導・就職

指導に偏る指導，④授業時間の不足，⑤新型コロナウ

イルス感染拡大などがあげられる。 
 ①の教員の経験不足については，これまで総合学習

を教育産業が提供するカリキュラムへ依存しており，

探究的な教育活動への取り組み不足が，経験不足につ

ながっていると言える。総合学習では，国際的交流や，

地域の環境学習，人権学習など多様な探究的な活動も

実施されているが，進路指導への傾倒の現状において，

教師自身の探究的学習への関わりは圧倒的に不足し

ている現状である。 
 ②の財政的支援では，特別な補助を受けている高等

学校以外においては全くの財政的な支援が用意され

ていない。知恵と工夫で自校の3年間の探究学習カリ

キュラムを設計しなければならない。外部からの指導

者招聘や，高校生が近隣の施設などへ移動するための

交通費や入場料などについても全く支援がない状況

である。図書館の本，インターネットからの情報を中

心に活動する以外に探究の手段は与えられていない

状況である。 
 ③進路実現のための受験指導・就職指導が，最優先

である状況において，教員や生徒自身も社会課題に取

り組む探究学習の有効性について十分な情報がなく，

積極的な取り組みに尻込みしている状況がある。探究

学習に時間を割くより，英単語を一つでも覚え，数学

の問題を一問でも多く解いた方が，進路実現というキ

ャリア形成に役立つと考えている場合も多い。教員も

生徒も，与えられた時間の中での実施範囲の探究学習

を済ませたいと考えている。 
 ④の授業不足については，特に進学校では深刻な問

題である。これまでの進路指導的な内容に加えて，探

究学習を入れなければならない。平日の放課後や長期

休業には進学補習や部活動の時間で埋まっており，週

1 時間年間 35 時間の枠以外に，探究学習に割り当て

られる授業時間は大変少ないと言える。 
 ⑤の新型コロナウイルス感染拡大は，高等学校のみ

ならず全ての学校の日常的な活動に対して大きな影

響を与えている。高校生が学校外でおこなう活動は制

限され，学校内に外部の人が入ってくる活動などにも

大きな制限が加えられている。市町村内だけではなく，

海外との交流計画も全く実施ができなくなり，カリキ

ュラムそのものを見直さなければならない状況にな

っている。 
このような困難な状況において，探究学習の導入に

より，自校にとって効果的な探究学習を行う方向性を

模索している。 
 
3）探究学習への積極的取り組み 
 一方，これまで SSH 事業や，インターンシップな

どに積極的に取り組んだ教員は，この探究学習が生徒

自身のキャリア形成につながるだけではなく，現在の

学習を推進させる強い動機づけになることを体験し

ており，前向きに取り組もうと努力を続けている学校

や教員も多い。 
総合学習の時代に注目された京都府立堀川高等学

校の探究活動は，現在の探究学習導入のきっかけとも

言える成果をあげた。堀川高等学校は，1999年「探究

科」を設立し，その 1 期生が卒業した 2002 年に国公

立大学への現役合格者数を前年の 6 人から 106 人に

増やし「堀川の奇跡」として注目された。その探究活

動は，学校の全ての教科を含めたカリキュラム全体を

探究学習のために設計するなど，当時としては大胆な

改革が大きな成果として実を結んだと言える。 
総合学習の時代に「ドリカムプラン」が全国の総合

学習カリキュラムのモデルとなったように，堀川高等

学校の取り組みが，探究学習時代における探究学習カ

リキュラムモデルとなり，その取り組みが注目され，

模倣されている。 
  

44．．新新潟潟県県立立新新潟潟南南高高等等学学校校のの取取りり組組みみ  

1）SSH事業と探究学習への取り組み 
 新潟市中央区に位置する新潟県立新潟南高等学

校は，県内有数の進学校であり多くの卒業生を国公立

大学へ輩出している。新潟南高等学校の SSH 事業に

ついては新潟南高等学校ウェブサイトに以下のよう

に説明がある。 
「2003 年に文部科学省よりスーパーサイエンスハ

イスクールに指定され，2021年度で19年目を向かえ

る新潟南高等学校の SSH 事業は，第Ⅳ期目を迎え，

その内容を 2016 年より『学校指定科目』として授業

時間内に組み込み，今まで以上に力を入れて実施して
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いる。これまで普通科理数科コースのみが課題研究へ

取り組んでいたが，2016 年入学生より 2 年次に学校

設定科目『江風 SSG（サーパーサイエンスジェネラ

ル）』として，学年全員が総合的な探究の時間の取り

組み『江風探究ユニット』として，本格的な探究学習

をスタートさせている」。 
このように SSH 事業の中心として探究学習カリキ

ュラム構築に取り組みをおこなっている。その特徴と

して，SSH事業とクロスしたカリキュラム設計となっ

ているため，本稿では SSH 事業から探究学習カリキ

ュラムを抜き出し考察をおこなう。 
2）江風探究ユニット，江風SSGの実施 
新潟南高等学校ウェブサイトに令和 2 年度の実施

について，詳細に記録が掲載されており，ここから取

り組みの一部を紹介する。 
新潟県立新潟南高等学校（2019）では，「令和２年度

スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告

（要約）」になかに探究学習と組み合わせて，全学年

での取り組みとしているカリキュラムとなっている。 
まず，これまでの SSH 事業は理数コースの 1 クラ

ス対象の課題研究であり，実施高等学校の理科・数学

科教員が担当となり計画・実施など全ての取りまとめ

をおこなってきた。 
一方，探究学習として取り組む学年全体の課題研究

である江風探究ユニット・江風SSGは，300名を超え

る生徒が対象となるため，学年全体，さらに学校全体

の協働が必要となる大きなプロジェクトと言える。

SSH 事業とのクロスしたカリキュラム設計となって

いるため，探究学習カリキュラムを抜き出すと，表１

のように整理できる。 
表1 学年カリキュラム 

 
 
１学年 

 
全クラス 

総合的な探究の学習の時間

「江風探究ユニット」週１時

間実施 
 理数科 

コース 
上記に加えて，学校設定科目

「江風SSⅠ」週１時間実施 
 
 
２学年 

 
全クラス 

総合的な探究の学習の時間

「江風探究SSG」週１時間実

施 
 理数科 

コース 
上記に加えて，学校設定科目

「江風SSⅡ」週３時間実施 
３学年 理数科 

コース 
学校設定科目「江風SSⅡ」週

１時間実施 
＊新潟南高等学校ウェブサイトより著者作成 

表１のとおり，１学年では，全クラスで総合的な探

究の学習の時間としての「江風探究ユニット」（週１

時間）を実施，また理数コースのみに学校設定科目と

して「江風SSⅠ」（週１時間）を実施している。また

２学年では全クラスで総合的な探究の学習の時間と

しての「江風探究SSG」（週1 時間）を実施，理数コ

ースのみに学校設定科目として「江風SSⅡ」（週3時
間）を実施している．3学年では，理数コースのみで

学校設定科目として「江風SSⅢ」（週1時間）を設定

し実施している． 
このように，SSH事業と探究学習とをクロスしたカ

リキュラム設計が，特徴的であり，相互に効果的な影

響を与えていると言える。特に理数コースでは１年次

から３年次にかけて学校設定科目の時間「江風SSⅠ」

（１年次週１時間），「江風SSⅡ」（２年次週3時間），

「江風SSⅢ」（３年次週1時間）として，３年間で５

時間実施しているため，時間不足についてはかなり解

消されている。しかし，１学年普通科では，学校設定

科目の時間がないため，「江風探究ユニット」として

週１時間のみの実施のため，タイトなスケジュールで

の探究学習の実施となっている。 
3）江風探究ユニット（１学年次） 
1学年次に学年全体で実施する「江風探究ユニット」

は 90 以上のグループを作成し，それぞれがテーマ設

定をおこない探究活動を進める。指導上の最大の問題

は，90 以上の多様な探究テーマに挑むグループへの

支援である。テーマの多様性とグループ数の多さは，

現場の教員だけでは十分にまかないきれない。かなり

の負担となることは容易に予想できる。 
「江風探究ユニット」では探究テーマを「新潟市地

域・魅力創生部」の協力のもとに探究テーマと「新潟

市の課題解決」と設定し，さらに「交通」「観光」など

の 5 つの興味ある分野に対して希望した生徒でグル

ープを作成させ，探究を進める方法を取っている。ま

た，それぞれのテーマに関連する新潟市職員に対して

不定期に質問や調査などの連絡を取り，それぞれの分

野の高校生へアドバイスをおこなう仕組みを作って

いる。このように，探究テーマをある程度絞り込み，

外部からの指導を受けやすいカリキュラムとして工

夫している。 
「江風探究ユニット」は週1時間の授業数で実施し

ており，設定された時間以外にもLHR・放課後などを

利用し，また作業不足の部分は夏期休業などの時間に

探究を深めている。江風探究ユニットの目的は2学年

以降の探究学習をより深めるための諸能力を育成す
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ることである。年度の前半では基礎的な探究方法など

を学び，グループの構成までを実施している。年度後

半より，グループによる探究を進め，12月には発表会

を実施するなど，タイトなスケジュールで進めている。

以下表２では，「江風探究ユニット」の年間スケジュ

ールを示す。 
表２ 「江風探究ユニット」（１学年次） 
実施時期 実施内容 
４～５月 資料を読み解き，活用する能力を身に

付ける。 
７月 『新潟市からの挑戦状』…新潟市地

域・魅力創造部様による講演会から，

新潟市の課題を発見し，課題解決のた

めの仮説を設定する。 
10～11月 グループごとに『新潟市からの挑戦

状』の課題を解決するための施策を提

案し，仮説を設定・実証し，考察する

という“ミニ課題研究”を行う。 
12月 ポスター発表による調査結果の報告

発表会を行う。 
３月 研究論文を作成する。 

＊新潟南高等学校ウェブサイトより著者作成 

4）江風探究SSG（2学年次） 
２学年次における探究学習として全クラスに，「江

風探究SSG」として週１時間で実施している。１学年

次の「江風探究ユニット」における課題研究のスキル

を応用し，２年次・3年次は生徒自身の興味・関心を

中心としてテーマの設定を行い，テーマ内容の近い生

徒とグループを作成し，グループで１つのテーマを設

定し，探究学習を進める方法を取る。SSH 事業とのク

ロスしたカリキュラム設計となっているため，探究学

習カリキュラムを抜き出すと，表３のように整理でき

る。 
表３ 「江風探究SSG」（２学年次） 
実施時期 実施内容 
４～６月 探究テーマの設定 
７月 研究テーマのポスター作成，クラス内

ポスター発表 
９～10月 仮説の設定，調査・研究の計画 
11月 クラス内中間発表会 
12月 結果の考察，追加実験 
１月 論文の作成 
２月 ポスター作成，クラス内発表 

＊新潟南高等学校ウェブサイトより著者作成 

5）発表・振り返り，研究論文の作成 
1学年全体で実施する「江風探究ユニット」の最終発表

会は，体育館における代表グループの全体発表と，全

グループのポスターセッションで構成されている。発

表会には，大学の指導者・新潟市の支援者など招かれ，

特定の学校外部者へ公開されている。 

55．．考考察察  

1）探究学習カリキュラム構築について 
多くの高等学校では，それまで実施していた総合学

習をベースとして，探究学習カリキュラムを構築して

いる。あくまでこれまでの総合学習の枠組みの中で，

看板を探究学習に切り替えるという前提での変更と

なっている。 
そのため，実施授業時間，担当教員，予算など大き

なカリキュラム上の変更をおこなわず構築し，高等学

校によっては，これまでの総合学習の内容を一部残し

ながら，探究学習を組み込む場合も多くみられ，時間

数の圧倒的な不足が最も大きな課題となっている。実

施授業数は総合学習の枠組みのなかでの変更のため，

週1時間年間35時間が基本となっている。 
担当教員は，探究学習が学年別実施を基本としてい

るために，各学年で探究学習担当教員が任命され，担

当教員が年間のスケジュール，毎時間の実施内容や実

施方法などを計画することになり，多忙化のなかにお

いてさらに個人的に職務が集中する構造となってい

る。近年では，学校全体で探究学習委員会などを組織

し，学校全体での取り組みもおこなわれているが，実

施における予算については，特に準備されていないた

め，教員のアイディアが頼りのカリキュラムデザイン

となる場合が多い。 
2）SSH事業などからのカリキュラム設計応用 
一方，現在 SSH 事業や県からの特別予算（○○ス

クールなど）で探究的な事業など実施中の高等学校で

は，事情が異なる。実施中の予算付き事業をそのまま

探究学習カリキュラムにクロスさせることで，事業を

受けていない高等学校が苦しんでいる①教員の経験

不足，②財政的な支援の少なさなどについてはそれほ

ど大きな課題とはなっていない。 
新潟南高等学校の事例では，①は SSH 事業のノウ

ハウを，「江風探究ユニット」・「江風探究SSG」へと

応用し，②の財政的支援は SSH 事業のなかに「江風

探究ユニット」・「江風探究SSG」を組み込み，③の指

導については，教員間のコンセンサスを十分にとるた
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めの研修会を積極的に実施し，これらの課題を克服し

ている。   
しかし④の授業時間の不足については，十分な対応

ができず，⑤では，例年実施していたアメリカの高等

学校との交流を新潟県内の国際大学でのセミナーへ

変更，オンラインでの開催，などにより対応している。  
3）探究学習カリキュラム構築の課題克服の方策 
総合学習の枠組みをそのまま探究学習カリキュラ

ムへと変更することは，①教員の経験不足，②財政的

な支援の少なさ，③受験指導・就職指導に偏るこれま

で指導，④授業時間の不足，⑤新型コロナウイルス感

染拡大などから，大変多くの課題が発生している点が

明らかになっている。これを補い本来の探究学習目的

の達成のためのカリキュラムを作成するためには，次

の課題の克服が求められる。 
①教員の経験不足を補うためには，校内の探究学習

に対する意識の共有化を図る研修会の実施，校外での

実施事例などから，自校に最適な内容や方法を学ぶ研

修会への参加，外部からの探究学習への支援･指導，

などが必要である。また，外部が提案する探究学習カ

リキュラム・授業案を積極的に取り入れることにより，

経験不足を補うことが可能となる。 
②の予算不足により外部からの探究学習への支援・

指導が難しい場合は，ボランティアによる支援に頼ら

ざるを得ない。対象となるボランティアとしては，地

域住民，保護者，卒業生など高等学校と深く関わりの

ある方々や，地域の行政職員，NPO，企業，大学，研

究所など探究学習テーマと関連する方々などが候補

となる。   
さらに，①支援面と②財政面を同時に補う方法とし

て，「高等学校が所属する市町村の課題」を研究テー

マとすることで，保護者・地域活性化を目指す地元の

方・市町村行政関係の方が，人材リソースとなり，ボ

ランティアでの参加も可能となってくる。また，新潟

県はUターン・Iターンを促進しており，高等学校に

おいても「明日の新潟の飛躍につながる魅力ある学校

づくり推進事業」などで，地域との連携や地元企業と

の協働などについて積極的な取り組み推進を求めて

いる。このような状況を利用し，人材リソースを今後

拡大させていくことで，支援者の増加を見込めると思

われる。 
また，探究テーマを学校側で市町村の課題を指定す

ることで，課題発見・課題設定に必要とされる時間数

を大幅に削減することが可能となり，③受験指導・就

職指導の時間を確保しつつ，④の授業時間の不足・生

徒の負担についても軽減されると考えられる。特に，

生徒が 4～6 名のグループで探究テーマを設定する場

合，各生徒の課題に対する興味・関心をまとめる必要

があることから，課題発見・課題設定に大変時間がか

かる。一方，課題発見・課題設定は探究学習において，

社会で発生している様々な事象を理解し，その中で求

められている課題とは何か，その原因はどこにあるの

か，なぜ問題は解決できないのかなど，様々な問いか

ら社会を再発見するうえで大変学習意義の高い活動

である。そのためこのプロセスが省略されることで，

全体的な探究学習プロセスを体験できないというこ

とになり，①②の問題の解決のために両立が難しい関

係となっている。高校生の興味・関心については，地

域を飛び出して，グローバルに広がっている。そのた

め探究学習カリキュラム構築テーマを地域という狭

い範囲に閉じ込めてしまうという課題も発生する。 
⑤の新型コロナウイルス感染拡大は，高等学校外で

の活動や，高等学校外部の支援者が校内へ入ることも

制限がかかるなど，探究学習カリキュラムの見直しな

どが必要となり，探究学習の推進に大きな影響を与え

ることとなった。 
一方オンラインの普及が GIGA スクール構想の前

倒しとともに，急速に高等学校にも配備が整ったこと

から，オンラインによる限定的な外部との交流も始ま

っており，高校生が校外に出る負担が大幅に軽減され

ている。同様に高等学校外部の協力者の支援などにつ

いても，オンラインによって容易に実施が可能となっ

ている。地域を越えての支援なども可能となり，今後

オンラインの応用は，①②の問題点を克服する可能性

を十分に持っていると言える。 
4）これからの探究学習カリキュラム 
高等学校内で十分な準備がなされないまま実施が

進んでいる探究学習であるが，2年経過し数多くの課

題が明らかになっている。校内での十分なカリキュラ

ム設計ができないまま高等学校現場では，目の前の高

校生に対して実施しなければならず，模索を重ねなが

ら自校独自の探究学習カリキュラムの実施をおこな

っている。特にそのしわ寄せは，過大な成果を課され

た高校生自身である。教員からの指導の不十分さ，グ

ループワークやフィールドワークをおこなう時間の

不足，外部の支援者との連携の不足など，不十分な状

態での探究学習の実施は，この探究学習に前向きに取

り組みをおこなっている高校生にとって，十分な学習

を進めることができない状況となっている。 
また学校全体での探究学習カリキュラム構築に向
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ることである。年度の前半では基礎的な探究方法など

を学び，グループの構成までを実施している。年度後

半より，グループによる探究を進め，12月には発表会

を実施するなど，タイトなスケジュールで進めている。

以下表２では，「江風探究ユニット」の年間スケジュ

ールを示す。 
表２ 「江風探究ユニット」（１学年次） 
実施時期 実施内容 
４～５月 資料を読み解き，活用する能力を身に

付ける。 
７月 『新潟市からの挑戦状』…新潟市地

域・魅力創造部様による講演会から，

新潟市の課題を発見し，課題解決のた

めの仮説を設定する。 
10～11月 グループごとに『新潟市からの挑戦

状』の課題を解決するための施策を提

案し，仮説を設定・実証し，考察する

という“ミニ課題研究”を行う。 
12月 ポスター発表による調査結果の報告

発表会を行う。 
３月 研究論文を作成する。 

＊新潟南高等学校ウェブサイトより著者作成 

4）江風探究SSG（2学年次） 
２学年次における探究学習として全クラスに，「江

風探究SSG」として週１時間で実施している。１学年

次の「江風探究ユニット」における課題研究のスキル

を応用し，２年次・3年次は生徒自身の興味・関心を

中心としてテーマの設定を行い，テーマ内容の近い生

徒とグループを作成し，グループで１つのテーマを設

定し，探究学習を進める方法を取る。SSH 事業とのク

ロスしたカリキュラム設計となっているため，探究学

習カリキュラムを抜き出すと，表３のように整理でき

る。 
表３ 「江風探究SSG」（２学年次） 
実施時期 実施内容 
４～６月 探究テーマの設定 
７月 研究テーマのポスター作成，クラス内

ポスター発表 
９～10月 仮説の設定，調査・研究の計画 
11月 クラス内中間発表会 
12月 結果の考察，追加実験 
１月 論文の作成 
２月 ポスター作成，クラス内発表 

＊新潟南高等学校ウェブサイトより著者作成 

5）発表・振り返り，研究論文の作成 
1学年全体で実施する「江風探究ユニット」の最終発表

会は，体育館における代表グループの全体発表と，全

グループのポスターセッションで構成されている。発

表会には，大学の指導者・新潟市の支援者など招かれ，

特定の学校外部者へ公開されている。 

55．．考考察察  

1）探究学習カリキュラム構築について 
多くの高等学校では，それまで実施していた総合学

習をベースとして，探究学習カリキュラムを構築して

いる。あくまでこれまでの総合学習の枠組みの中で，

看板を探究学習に切り替えるという前提での変更と

なっている。 
そのため，実施授業時間，担当教員，予算など大き

なカリキュラム上の変更をおこなわず構築し，高等学

校によっては，これまでの総合学習の内容を一部残し

ながら，探究学習を組み込む場合も多くみられ，時間

数の圧倒的な不足が最も大きな課題となっている。実

施授業数は総合学習の枠組みのなかでの変更のため，

週1時間年間35時間が基本となっている。 
担当教員は，探究学習が学年別実施を基本としてい

るために，各学年で探究学習担当教員が任命され，担

当教員が年間のスケジュール，毎時間の実施内容や実

施方法などを計画することになり，多忙化のなかにお

いてさらに個人的に職務が集中する構造となってい

る。近年では，学校全体で探究学習委員会などを組織

し，学校全体での取り組みもおこなわれているが，実

施における予算については，特に準備されていないた

め，教員のアイディアが頼りのカリキュラムデザイン

となる場合が多い。 
2）SSH事業などからのカリキュラム設計応用 
一方，現在 SSH 事業や県からの特別予算（○○ス

クールなど）で探究的な事業など実施中の高等学校で

は，事情が異なる。実施中の予算付き事業をそのまま

探究学習カリキュラムにクロスさせることで，事業を

受けていない高等学校が苦しんでいる①教員の経験

不足，②財政的な支援の少なさなどについてはそれほ

ど大きな課題とはなっていない。 
新潟南高等学校の事例では，①は SSH 事業のノウ

ハウを，「江風探究ユニット」・「江風探究SSG」へと

応用し，②の財政的支援は SSH 事業のなかに「江風

探究ユニット」・「江風探究SSG」を組み込み，③の指

導については，教員間のコンセンサスを十分にとるた
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めの研修会を積極的に実施し，これらの課題を克服し

ている。   
しかし④の授業時間の不足については，十分な対応

ができず，⑤では，例年実施していたアメリカの高等

学校との交流を新潟県内の国際大学でのセミナーへ

変更，オンラインでの開催，などにより対応している。  
3）探究学習カリキュラム構築の課題克服の方策 
総合学習の枠組みをそのまま探究学習カリキュラ

ムへと変更することは，①教員の経験不足，②財政的

な支援の少なさ，③受験指導・就職指導に偏るこれま

で指導，④授業時間の不足，⑤新型コロナウイルス感

染拡大などから，大変多くの課題が発生している点が

明らかになっている。これを補い本来の探究学習目的

の達成のためのカリキュラムを作成するためには，次

の課題の克服が求められる。 
①教員の経験不足を補うためには，校内の探究学習

に対する意識の共有化を図る研修会の実施，校外での

実施事例などから，自校に最適な内容や方法を学ぶ研

修会への参加，外部からの探究学習への支援･指導，

などが必要である。また，外部が提案する探究学習カ

リキュラム・授業案を積極的に取り入れることにより，

経験不足を補うことが可能となる。 
②の予算不足により外部からの探究学習への支援・

指導が難しい場合は，ボランティアによる支援に頼ら

ざるを得ない。対象となるボランティアとしては，地

域住民，保護者，卒業生など高等学校と深く関わりの

ある方々や，地域の行政職員，NPO，企業，大学，研

究所など探究学習テーマと関連する方々などが候補

となる。   
さらに，①支援面と②財政面を同時に補う方法とし

て，「高等学校が所属する市町村の課題」を研究テー

マとすることで，保護者・地域活性化を目指す地元の

方・市町村行政関係の方が，人材リソースとなり，ボ

ランティアでの参加も可能となってくる。また，新潟

県はUターン・Iターンを促進しており，高等学校に

おいても「明日の新潟の飛躍につながる魅力ある学校

づくり推進事業」などで，地域との連携や地元企業と

の協働などについて積極的な取り組み推進を求めて

いる。このような状況を利用し，人材リソースを今後

拡大させていくことで，支援者の増加を見込めると思

われる。 
また，探究テーマを学校側で市町村の課題を指定す

ることで，課題発見・課題設定に必要とされる時間数

を大幅に削減することが可能となり，③受験指導・就

職指導の時間を確保しつつ，④の授業時間の不足・生

徒の負担についても軽減されると考えられる。特に，

生徒が 4～6 名のグループで探究テーマを設定する場

合，各生徒の課題に対する興味・関心をまとめる必要

があることから，課題発見・課題設定に大変時間がか

かる。一方，課題発見・課題設定は探究学習において，

社会で発生している様々な事象を理解し，その中で求

められている課題とは何か，その原因はどこにあるの

か，なぜ問題は解決できないのかなど，様々な問いか

ら社会を再発見するうえで大変学習意義の高い活動

である。そのためこのプロセスが省略されることで，

全体的な探究学習プロセスを体験できないというこ

とになり，①②の問題の解決のために両立が難しい関

係となっている。高校生の興味・関心については，地

域を飛び出して，グローバルに広がっている。そのた

め探究学習カリキュラム構築テーマを地域という狭

い範囲に閉じ込めてしまうという課題も発生する。 
⑤の新型コロナウイルス感染拡大は，高等学校外で

の活動や，高等学校外部の支援者が校内へ入ることも

制限がかかるなど，探究学習カリキュラムの見直しな

どが必要となり，探究学習の推進に大きな影響を与え

ることとなった。 
一方オンラインの普及が GIGA スクール構想の前

倒しとともに，急速に高等学校にも配備が整ったこと

から，オンラインによる限定的な外部との交流も始ま

っており，高校生が校外に出る負担が大幅に軽減され

ている。同様に高等学校外部の協力者の支援などにつ

いても，オンラインによって容易に実施が可能となっ

ている。地域を越えての支援なども可能となり，今後

オンラインの応用は，①②の問題点を克服する可能性

を十分に持っていると言える。 
4）これからの探究学習カリキュラム 
高等学校内で十分な準備がなされないまま実施が

進んでいる探究学習であるが，2年経過し数多くの課

題が明らかになっている。校内での十分なカリキュラ

ム設計ができないまま高等学校現場では，目の前の高

校生に対して実施しなければならず，模索を重ねなが

ら自校独自の探究学習カリキュラムの実施をおこな

っている。特にそのしわ寄せは，過大な成果を課され

た高校生自身である。教員からの指導の不十分さ，グ

ループワークやフィールドワークをおこなう時間の

不足，外部の支援者との連携の不足など，不十分な状

態での探究学習の実施は，この探究学習に前向きに取

り組みをおこなっている高校生にとって，十分な学習

を進めることができない状況となっている。 
また学校全体での探究学習カリキュラム構築に向
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けての動きにはなっていない場合，探究学習担当教員

に負担が集中するという問題もある。日常的な教員の

多忙化，探究学習に対する期待のなさなど，教員間の

探究学習の効果や意義について十分な理解や意思疎

通がない場合，探究学習に直接関わりのない教員は消

極的にならざるをえない状況にある。今後探究学習が

持っている高い動機づけの効果を，教員自身が再認識

し，教科横断型の探究学習カリキュラム構築を進める

ことが求められている。さらに高校生自身が探究学習

を前向きに捉え，各教科の学習に対する積極的な姿勢

を醸成することが本来の探究学習の目的の達成とな

ると言える。 

総合学習から探究学習へと，カリキュラム，授業内

容・方法も十分に移行されていない現状が明らかにな

った。そこには学校・教員・生徒などそれぞれの意識

のずれや，実施上の課題が数多く存在し，本来の探究

学習の高い動機づけの醸成がなされていない現状に

おいて，学校・教員自身が取り組まなければならない

こと，教育行政がおこなうべきこと，高等学校を取り

巻く地域や保護者，大学などが支援すべきことなど総

合的に課題に向かうことが求められている。 

 

55．．最最後後にに  

総合学習導入から探究学習への切り替わりの高等

学校での取り組みについて，進路指導・キャリア形成

支援の視点より，考察をおこなった。総合学習導入に

おいても，探究学習導入においても，大変高い効果を

見越した科目の導入であるが，高等学校現場の実情や，

教員の多忙化，財政不足などについての考慮はなく，

文部科学省の予想する学習の動機づけとなる探究学

習カリキュラム設計には，まだまだ届いていない現状

が明らかになった。もともと高等学校が抱える受験指

導・就職指導偏重の進路指導・各教科の指導，教員の

多忙化，教育予算の削減などの課題を後回しにしたま

までの探究学習の導入は，十分なカンフル剤とはなら

ず，時には逆に高等学校自身の足を引っ張ってしまう

状態にもなっている。「JAPAN e-Portfolio」の混乱を

一例として，共通テストでの記述型出題の延期や，英

語の外部試験の導入などの見送りを含め，高等学校現

場の混乱は引き続いており，教育政策全体の見直しを

含めた教育改革を進めることが求められている。 
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